























































































地である下野国萱橋に滞留し、四月頃に秋田へ到着してい 。その過程で宗翰の「父様」が一連の対応を担当しているが 義父井口源内は天保七年に死去しているため、ここで登場する「父様」は実 小野崎又右衛門を指す。 『気吹舎日記』にも、この時期に小野崎又右衛門が頻出しており、
（
11）。篤胤の秋田行きに際して、小野崎が篤胤の世話



























文政期から慶応二年（一八六六）と長期間にわた が、必ずしも時系列的ではない。さらに いくつかの冊子が合綴されたものも確認され、おそらくは、宗翰が蓄積した諸情報のいくつかについて、 『寛斎雑記』という名で纏め直されたものと考えられる。ど 段階で現 の『寛斎雑記』として体系化された か判然としないが、宗翰の筆 「寛斎雑記
　
丙」と付された巻も存在することから、少なくとも名称自体は彼
の命名であると推定される。『寛斎雑記』に収録された情報は多岐にわたる。約四〇年にわたる情報録は、時期によってその性格も変容して その性格は、①学問・教育に関する情報、②秋田藩内の情報、③国政に関わる 、④宗翰自身の見聞記録に大別される。①は、主に天保期に集中しており、 「明君家訓」など儒学関係書の






















































（７）前掲 ４ 天野論文、七五頁。（８）前掲（３） 。（９） 『秋田人名大事典（第二版） 』 秋田魁新報社、二〇〇〇年）七五頁。（
10）井口宗翰「記録」下、天保一二年一一月二四日条。
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総て事は不慮ニ発し候ものにて、三月三日之変是なり、今は外国の大難あり、又井伊家にハ水戸家之誠忠たる道理を察せずして時を謀り候とも 壱人にても憤怒 堪ざる人ありて、報韓之儀を致候者有之間敷とも 、左ある時は主客忽地を換ん 攻るハ奇、守るハ正、攻守難易之勢こゝにあり、不慮に事起て戦闘之街と可相成
一、御両家勝敗如何可有之哉


















































年に漢入利亜等より各国書翰献呈物を賚し来り捧奉 、交易を願ひしが、御許容ありしのみか夷人を江城・駿城へ召寄せられ上覧ありし事も多く、慶長十六年 頃ハ異域通商の来舶、長崎 八十艘碇泊すと云り、又御朱印船と称 、吾
　
皇国よりも外国へ渡海し、商
















と云説も起り 一同其心得に安んじ居たる、折しも亜国の軍艦浦賀の御膝元へ俄に乗入り、願書を呈して御返翰 乞事頻りなれば、人心の動揺たゞならぬ事げに尤の事ぞか 、物しらぬ町在 者ハさもこそあれ、執政大任等之御方々ハ
　
皇国太古の神裁に本づき、従来





























きを、天皇も国王、我も国王と同等に思ひなし、交易を通じ剰へ同盟の国へ引入んとハ無礼至極なり、彼ハ夷人にして尊卑懸隔なるいはれを知らずといへども、我ハその尊卑の所由を弁明すれば交易を免し、同 徒に誘引せられまじき事 といへり、堅固の日本魂といへども、余りに偏固なる論にて、神慮 御程当なるにハ違ふべし、もし此論を是とする時ハ数百年来連続して通商を許し置玉へる漢蘭の二国をも、向後交易御指止にならず ハあるべからぬ道理至るなり、万一通商御指止之儀二国へ仰渡さるゝならハ、夫こそ兵端を招かるゝにて、支那・和蘭諸共 決して承諾なすべ す 神ハ正路をこそ守護もあらめ、不筋より起る戦争に冥助 覚束 し、且熟考して知るべし、近年唐大黄の薬種舶来払底の刻、療用不自由の小前の者ハ、医者も病家 難渋 たり 然は交易手広く くてハ皇民の為ならす、通商も神の御心なればこそ上世よ 交易 道ハ開かれたれ
一、同下巻四十七丁オより、 「或人曰、昔ハ日本も実に神国にて、海
外の異賊窺ひ来る時ハ神風にて吹払ひ 異船を日本 地へ寄付玉ハずと聞たり、後世の今 、アメリカ軍船
　
幕府の御膝元江戸海に






































ハ、 「慶長五年阿蘭・アンゲリヤ 同六年に安南・カンボチヤ・呂宋、同七年に太涯云々、右之 々交易の御許容あ し ミか、夷人を江城・駿城へ召寄せられ上覧ありし事も多く云々」といはれたれと、江戸の御城ハ此時いまだなく、慶長十一年に初て御築城あ しなり、石黒氏 心ハ実ニ計り難し〕是必定我か厳重なる 御制禁を見て恐れて辞し奉れるなるべし、すべて西洋の国人ハ心長く計りて事 成就する人情なる事ハ勿論なるが 最初の間は害心を表に顕ハさず、叮嚀に通信交易 どを願ふ事也 是ハ
　
皇国に来りし時
のミにあら 彼の牛皮の謀計 是なり、依て按ふに、慶長年中にハ外夷の甘言に依て暫く其願をゆるし玉ひしなるべし 然るに纔に数年の間に邪宗の害起りしかば、幕府の御明断を以 鎖国の御法を定め玉ひしハ、実に尊き御事なり 是こそ
　
大御神の大御心にも







か、又「我も富ミ、彼も利を得て云々、又「漢蘭の二国をも向後交易御指止 ならず ハ 、又「近年唐大黄の薬種舶来払底云々、「又交易手広くなくてハ皇民の為ならず、通商も神の御心なれハこそ上世より交易の道ハ開かれたれ」などの御説もいかにぞや思はる、前にもいへるが如く、西洋ハ悉く邪宗門なる事論なしと へども、阿蘭ハ能く
　
皇国の御掟を守り、是迄臣国に准ずる程の御扱ひ











国の得る所の物ハギヤマン羅紗奇薬の類、又ハ珍奇の器物 あるべし、其中に羅紗ギヤマンハ くても用 欠たる事 し 珍奇 品ハ皆奢を生ずる種となりて、御国に益 き物なり、扨恐るべきハなり、譬へば腹痛・百日咳などの病 阿片の少か入 薬を用ゆる





の悪病も共に来る事なり 故に其帰る時にも四隅の大祓といふ事あり〕一説にハ、此方の大黄を彼か持行く といへり、但し是実説なりやいまだ慥なる事を聞かず、もし実ならバ彼持行製して、又持来るも知るべからず 近頃持来れる大黄 ハ和品にも劣る程なるが多く、薬商人も大に損毛したりとも聞けり、大棗 半夏・等ハ
　
皇国に多き物なるハ人の知れるか如く、一斤の価銀三、 四匁
























にハ御剱あり、武神の統領たる鹿島・香取の神ハ御剱の霊より生れ出玉ひ、其外武の御本体たる事ハ先哲の論ひ置れたるが如し、されば外夷の事のミ憂ふべきにあらず、内乱の事をも又思ふべきなり、己らが身を以申さんハ恐き事にハあれど、 近く外夷の騒動始りしハ天保年中水野何某朝臣 御執政たりし時、外 の船二念なく打払の儀ハ御仁政にあらず、薪水食料等下さるべき事になりしよ 根さしとなり
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　
、嘉永年中何某朝






































武士之鏡相増申候、御承知も御座候哉、忠士之内薩州藩有村雄助大坂より乗船 大早ニ而薩州へ駆込 を 大坂之同心共追手ニ参り候ニ付、雄助切腹之由ニ而死骸見分之処、足軽数百人警固として鉄炮火縄 而
　
公儀役人を取巻、都合次第ニ而は打放すべき勢ひ有之






























































之由、残念不過之奉存候、此許之評判、島は至而宜敷、桜は余り不宜候様ニ御座候、御役人島ニ被尋候は、何故高橋多一郎父子其方ニ罷在候哉、島答候は 窮鳥懐ニ入る時 猟夫も是を許すと申本文も有之、其事は古主家之士と申仮令悪たり共、 頼 は引受而かくまひ可申 まして善事を致候者故、私共夫婦 も一命を無きもの存じ取計候間 御法通り之御所置相願候也と答候由 家内は縁切被仰付無構、桜は答速ならす候ゆへ、面倒ニ相成 由
一、桜静へは、最初役人衆より沙汰有之、水戸浪人参り候ハヽ早々可











































邸ニ而御心安き方ニ被命 各小伝ニ而も御記し被下拝見仕度、実ニ希代之名士、後鑑ニ備へ申度事ニ御座候 し無 之日認 詩歌もしくハ書翰様之もの也とも得られ候ならバ、猶更大悦之事ニ御座候、秘蔵仕置度候間何とぞ奉願上 尚又右変後
　
廟議如何可有御




























































































夷人之横行言語道断之事ニ而、夷人往来 節道路之妨ニ相成候者ハ、畜生 如くニ扱ハれ候ニ付、縦身命を果し候共夷人を切捨 申と覚悟致候程之事ニ候由 其祭礼 主神と申候は、野毛 弁矢と申候得共、実は邪宗 本尊サンダマロヤとか申女を祭り候 、尤役人又は下賤之者之中ニは、夷人より何様之恩恵を受候哉、夷人を主君之様ニ尊奉致居候、定而追々は邪宗之事をも伝へ可 、歎息 形勢申様も無之、乍去珍敷事も有 彼地之遊女屋 五十鈴楼と申家有之、其主人過日夷人より乕ノ子七ヶ月 相成候を洋銀千五百枚相求、小犬程之大さにて、一日ニ大鶏弐羽ツヽ食し候由、未タ同手元ニ養置候を見受候、一体彼地之模様一ト通り見受 所にては交易も随分繁昌之様ニ候得とも、内実相探り候得 、交易は至而不景色ニ而、遊女屋計り賑ひ 由 ○此事は彼地之塗物屋大名善右衛
剣勝負は初て之事故、不都合之事共多く有之候と咄候由
一、五月九日、師岡氏・宮和田氏咄、去月末ニ水戸表へ薩州様より御





































































































































大事之由ニ而大ニ御心配之由、朔日ニ大隅守様 長持之侭御登城、御城内より御品を首 掛而御上り、直々御前ニ而 開封、御拝見之所、何レも御顔色変じ候由、其 趣意は極秘ニ而慥ニは不相分候得共、夷狄 打払とも、或は違
　
勅壱件之御難問とも、又は御老中を





















































































時天下之形勢何と御心配被成候哉、江戸表之御政道を熟覧致候処、此上は銘々自国大切之時と有之候間、江戸へ計り関係致し居候而は難罷在時勢と被存候、右ニ付、其御国許此上之御処置を承り、其御答次第ニ而近国之諸侯へ表向使者を以可申達心得ニ有 、依而御隣国之事故、先ツ及御掛合候旨被仰遣候ニ付、肥後表ニ而御評議決兼江戸へ申来り 当時は未タ何之御返答も無之模様也、夫ニ付薩州公ニ万一之事有之節は、江戸より討手は必此方へ可 仰付 乍去薩州ニは
　
綸旨御所持ニ付、是へ弓を引候事は不相成、万々一難遁時は、















































故、翌日より常之通 ニ相成申候、今半日も其侭 而有之 ハヽ、騒動ニも可相成勢之由、 尤先頃より 判并ニ壱歩金は甚不通用ニ而所持之者も用弁ニ不相成候程 事故、右等之風評も起り候事と存
一、七月廿一日、戸川氏咄、九州辺益騒々敷、先頃より正論之浪人共


































候ハヽ 当八月を治乱之境と相心得候由、尤是は秘中之秘ニ而候由、極密之咄ニ御座候、猶又九州辺之模様、弥強盛ニ相成、薩州之事は申迄も無 、鍋嶋家よりも肥後へ御使者を被遣候所、 答無之 付、押返し三ヶ度迄御使者被遣候由、彼小金丸等之浪人組も肥後辺ニ居住、人数も相増大ニ正論を唱居 ○此度大久保氏守護ニ而被下候
　
綸旨は、即日御拝見と申候得共、実は未タ御開封無之、其内此
表之御所置を御定め、夫々御執行之上
　
京師へ御詫被仰上候、御否
之御模様之由、即日
　
綸旨御拝見と申事は全く種なき事ニは無之、
所司代之御用状を御開被成候所、
　
綸旨之御趣意も大方相分り候趣
ニ候由○右水府・薩州其外之人々も容易ニ他人へ洩し候事ニは無之候得共、
全く師弟之間柄ニ付打明相咄候趣は、兼々心得居候事に御座候
一、此度夷人富士登山ニ付、種々風説有之候得共、実は夷人登山之時
二三
秋田藩士井口宗翰『寛斎雑記』と気吹舎情報
